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は
、
：：
單

1

同
質
枘
な
商
品
.の
提
供 

^

2

外
な
ら
ぬ
が
ち
疋
あ
：る
.0
:

「

屯
輸
绘1
:

の
.

若
干
を
銅
商
人
に
寶
り
、

「

屯

，
=

.

蟲」

.

の

若

干

を

右

炭

商

人

に

寶

氣

：い

う

事

が

異

種

サ

ー

グ

ィ

ス

の

提

■

•.:
'供
を
意
味
す
る
も
0:

で
な
い
事
は
、
'

:

恰
も
若
干
办
.粗

綿

箱

が

英

國

で

賣

ら

.'

-
、..
入
れ
他
の
若
干
が
海
外
で
賣
ら
f

'-
f
cい
う

事

が

異

種

商

品

の

提

供

を

議

. 

.'ベ
•し
な.
い
と
同
檄
妒
あ
る
。
；
そ
4
て
同
質
め
：商
品
に
^
い
て
結
合
生
產
を
が
ぃ 

.
う
斟
呔
無
意
味
で
あ
る
。
，

「

銅

商
人
に

寶

貧

た

輸

達
1
と
か
.

「

石

炭

興
■■
:■ 

入

に

寶

ら

れ

た

簾

J

と
か.
い

在.
り
にf

銅

必

贩

簦

乏

か
.f

石
炭
の'
-'

■

輸
邊」

と
か
い
う
慣
用
語
が
，
此

の

身

の

誤

つ

た

命

題

を

世

人

，

:■
■

: 

'に
受
入
れ
さ
仓
る
原
因
と

.

な
っ
た
の
で
あ
ろ
.

う
。
.a

.
J
.
l
.

六1
1
1

卞
七
ニ.
：

，

.

.

へ
-
ノ
鐵
逍
運
質.
の
性
格
亡
就.

て
：
.

の
.論
#

■ 

- 

■

:■
,
-:5
'
.̂

の
外
、''
'
.ー.|1
類

の

：商

品

の
'み
ポ
^
^
^
^

:
.
.
.

過
樺
の
軍
位
が
商
说.の
單
位
に
比
較
し..て
大
で
あ
る
時
に
は
結
合
費
：の
耍 

.'
'
.素
が
：見
啟
れ
る
と0
說

.-
^
あ

：
る

：が

、
：
：
之

'4
疋

し

く

な

：
い

。

.

(
(

1u 

:七
瓦

脚
,

ハ
：
#

,':
'
-
:
.:
:
.
: 

- 

;.
:
•■
.'
:

'

.

-

,

.

尤
も
右
杧
述
べ̂

事
は
、
：特
を.異
に
し
て
生
產
さ
れ
る
所
の
同1
镩

の
.- 

_ 

_
.
.
物
.の
場
合
に
は
猶
懲
得
龙
い
。
故
に
、
.旅
客
_
遠
が
主
と
し
て
晝
間
に-■

:

,孤
要
で
あ
.ヶ
貨
物
轍
邊
が
.主
と
し
.て
夜
間
に
好
ゎ
れ
る
場
合
.に
此
の
兩
サ 

.

:,

-
vゥ
ィ
ス
が
結
合
生
產
さ
れ
る
乏
說

V
*

は
，
拾
も
畫
間
に
電
力
用
と
し 

て
又
夜
間
ぬ
は
^
火
用
と
し
て
..供
給
さ
れ
る
電
カ..
の
.場
合
と
同
機
に
、,<
ロ 

ぐ

禅

的

：で

あ

る

と

：
認

め

ら

れ

る

■ °c
n

 I

七
芮
脚
®
:

、
;'
■
'

.■

’:■
'

へ
次
.は
、
B
で
消
費
さ
れ
る
品
物
バ

「

甲」

>
^
八

か
-.
^

6
へ
の
轍
遂
'と
、

,

':

更
に
q
r遂
ら
れ
?>
'
ベ
き
品
物C 「

乙
^
の
八
か
ら
6
へ
の
輸
送
と
：が
結
：

:

.合
生
產
物
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
p
i
g
o
d

は
此
處
で
も
否
定
的

.

:

..
:に
答
克
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、：
■■
-此
の
.場
合
若
し
<

間̂
の
轍
遂
と
'3
0
間
の
.

. 

,

輸
送
と
が
異
る
經
營
體
に
よ
、つ
て
行
わ
れ
る
.1
.あ
れ
ば
、

(conducted 

.

.•
^
.
d
i

pfe
e
r
e
n
t

 

a
g
e
n
c
i
e
s
〕、

先

の

問

題

に

.對

す

る

解

答

と

同

じ

事

で

一 

:

.

^

ば̂
な
：い0
然
し
若
し
同.
1經
營
體
に
よ
つ
て
行
わ
れ
里
つ^
3

間
の
へ 

輸
邊
ど
B

C

間
；の
輸
遠
と
が
結
合
供
給
さ
れ
る
七
い
ぅ
事
が
あ
，る

な

ら

，

,

ハ.
ば
'
‘品
物TS

-」

枚

ん
’
ら
6
み
の.
轍
逶
量
が
品
物
：
2-」.
の
：八
か
ら
ぉ

■ 

.
經
由
；

O

へ
，の
輸
避
總
費
用
を
決
定
す

.
る
ー(

要
因
と
：な
る̂
い
}
意
张
で、.

'.
之
等
爾
品
物
の

u
ii

間
の
：轍

致

逢

合

供

給

で
’あ
る-
と

衰

え

る

，
。
.■

然

し

寧

一

. 

寶
上
、.厶
技
間
め
輸
送
と
旮̂
間
の
轍
送
と
呔;'
'_
め

衾

の

出

來

る

程'

,

' 

•

、
：

-:
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.
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.

.

.
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.

.

.

.

度
に
ま
で
結
合
坐
麁
物
で
は
な
い
。
璀
輛
や
動
力
や
職
員
が
そ
の
路
線
，の 

金
部
分
に
對
し
て
I

的
に
使
わ
れV

い
れ
ば
、

な
る
ほ
どT
§
l

-

4

る
大
■

璧

設

備」
と
い
う
事
は
成
就
さ
れ
，て
い
る
。
然

し

此

の

條

• 

件

は

結

合

供

給

の

眞

の

條

響

は

な

い

。

或
る
種
の
設
備
が

A

B

間
の
轍’

■

Br
t :
获

觀

■

■

■

杉
_

寒

餐

う

魯

炎

■

-•
:(

_
、：ー
<

.3
間
故

4
送
が
犯

1
が
纸
產
免
墙
ず

'麵
め

.

&

ゎ

れ

ゐ

投

資

額

の

ご

.

;_.
る
'セ
い
が
事
5
贏

じ

#
い
。
''
-;;灣

.^:

て
第
二
の
主
脹
も
又
排
除
さ
れ
る
。

 

.

;

p
i
^
c
r

は

甘

の

：機

に

8

^

費
の
結
合
#

^

る

：
事

を

否

：事

厶

が

、

「

へ 

そ
う
かと

，；；；，

つ
て
鐵
赴
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
は
結
合
供
給
の
耍
素
が
全
然
记
ら 

れ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
籠

醫

ば

確

か

に

結

合

供
i

の
一
例
で 

あ
る
と
す
る
。
然
し
そ
れ
は
部
分
的
な
%•

の
で
^ .
;̂
>

て
、-
鐵
道
^

|

|全
殷
.

を
之
で
以
て
說
叨
す: ^
>
事
は
出
來
な
い
。
■.

(

一
 I 

.

「

九
^
脚
.1®
.

.

■さ
て
そ
：れ
で
は
、‘此
の

，機

に

鐵

道

經

費

が

'

『

;^
東
結
令
費
で
あ
?,
,
事
^

:

'否
定
0;
た
4
で
^

^
競̂
驴
に
：̂

1
た̂
賃
率
¥
度
、'
.す
な

あ

ち
,8
s
t.'
.
:
-
-
-

.- 

o
f

OJervice Principe'

の
採
用
は
具
ft
'
的
^
ば
何
を
霞
す
る
；で
あ. 

ろ
な
か
o
;そ
.れ
は
、
若
し
^
地
か
ら
5
%;
'
へ
の
ず
ベ
て
の
屯
轍
送
が.同
樣
.

一
一
な
も
の
^

あ
り
て
、
興
ひ.炎
附
隨
的
^ -
1

ヴ
:^
.ス

を

重
^

.
い
と
.
す
♦

-■. 

ば

、

也

常

り

.の

賛

率

は

す

べ

七

均

-

と
- &

り
、
需
要
價
格
ど
供
給
價
格
と

.

' 

が
ー
^

す
る
樣
な
も
の
と.な
る
、；.と
.ぃ

ぅ

事

で
^

る
9

尤
も
均
.一
貴
率
制

.
,

,

• 

五
四
.(

三
五
〇〕

,

度
と
は
天
っ
て
も
、
ハ
そ

.

の
實
際
の
水_

は

件

鐵

道

办

(

般
的
な
環
境
に
依 

'
#.
t- 

.る
。‘
そ
こ
.P

例
^

は

建

設

費

，
の

.

髙
べ
か
か
る
山
$

鐵
道
« :

霜
へ
；

::

:

「

へ：
«

0:
#

規
則
_

^:
昽
ガ
を
鄉_

义
亂
道
は
、
ハ
%

0
全
轍
摄
最
の
供
給
價
格
：

：

一

「：：

滅
1

^

|

€

い
敌̂

高
賃
.

響

：觀

匕

な

ろ

各::-
癸

.1-
1

が
疎
で4

送

量

， 

::
:

'

.办
少
い
：地
方
や
、

)

馨

上

水

運

セ

奮

に

代

用
^

れ
ゐ
機
な
地
访
々
通
ず
.

る
鐵
道
は
、
需

要

表
s

e

m

d

 

t
s
c
h
e
d
u
l
^

が
.

特
に
低
く
、
，；

 T

方
供
給 

:•
■

ふ
表
於
收
露
增
を
ー
'7
1

>

す̂

^

^

小
輸
潘
量
ね
適
す
^

鐵
道
の
建
設
，
運
_ 

ぺ
I:
:

•

の̂

め

；
の

經

費
^

^

|

ど
だ
る
食
め
に
、
.
^:

は
り
高
賃
率
が
適
當
と
な
、
 

る
。(

一
二
九-
^

—

I

h

i

o

K

)

そ
の
外
轍
遠
サ
：し
グ
ィ
大

^

附

隨

的

’な 

ザ
ー
ヅ
ィ
ス
が
伴
ぅ
か
否
か
の
別
、
費
物
の
荷
造
り
の
差
、
；委
托

.

貨
物
の
， 

へ
>

:

量め
；！
T

貞

物

の.
も
み
？
*:

流
動
性
；
爆

發

悚
•

.

獲

等

：の
.精

要

漱

さ
 

::
:

れ
る
サ
ト
ヴ
ィ
ス
，の
連
力

.

と
旗
則
性
の
差
な
^

、
叉
長
踣
離
輸
送

i

と
短
距.

'離
轍
送
の
別
な
ど
は
、
何
れ
も
轍
送
費
用
に
擦
響
し
、

:.
從

っ

て

»

_

の

差

 

•

を
生
ぜ
し
め
，，る。
-5-
ニ
〇——

^
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F
i
g
s

 
は
續
い
て
 „ 
づ 21ue. of service pr

s'-
c
i
p
l
^

.
を

說

明

す

る

 

o 

、

彼

に

よ

れ

ば

之

は

「

獨

占

ブ

ラ

ス

(

彼

の

い

.
わ

ゆ

名

 >
.

第
I

1

S

の
差
別」

1
.

.

.,
か
致
名
に
過
ぎ
於
い
：

]0

そ
_1:
'

^

.

,

結
合
費»
1

.

で

は

な

ズ

て

此

の

「

獨
占 

%

:

.?:
:

穿

：第
三
度
の
'

差

別」

、
の

斑

論

む

そ

，

"::
,

-

率
を
齡
に
說
功
1'
る
も
の
ー
な.の
で
ぁ
¥

;o
l 一U

S)

、
，
因

に

、̂贫
§

1
'-
.
,
■は
差
別
獨
占E

5 :

の
段
階
を
考
え
て
；い
る
。
.第
一
V
度
の
.差
別
は「

理
想
. 

.
';

的
差
»

:

:で

あ

冷

て

、
：
；
獨

3 :

者
が
そ
の
、商
品
の
す
べ
て
め
單
位
に
對
し
需
、
 

ぐ

要
衝
撕
通
り
の
麥
別
價
格
を
っ
け
る
場
合
？
第
ニ
度
の
螢
別
は
、

..

獨
^
考

が
、-:
.ギ
以
，上
の
需
覆
格
を
持
っ' #

單

位

に

ば

谓

格

ギ

を

、
、
が
‘
以

上

の

需

'.
 

豉

霜

を

持

っ

#
昏

に

は

僂

格'2/
:

を
,(

以
肀
迄
ゼ
な
ら
ふ
へ
と
い
ぅ. 

風
rc
.

差
別
價
格
を
っ
け
る
場
合
、
_

i

l度
の
差
別
は
、

)

瘛
古
者
が
ぺ
そ
の,.
' 

'細
客
の
事
に
多
少
と%-'
何
等
か
實
際
的
な
黴
標.に
よ
っ
て
掛
互
：
'に
分
離
し
.
. 

ハ
た
グ
ル
：1-
;ブ
を
區
別̂

: :
#

グ
ル
へ1
.7
0

:に
差
別
價
§

を
^ .

げ
?)
:
場

合

で

淹
 

る
.
0

- /
.
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 二 
1

1

r

r-:
o
1
1一
頁
 

ヤ
^̂
^̂
^̂
^

一：：：

一
第
三
：
;̂

の

差

別0:
塲

令^
ぉ
#
て
、.猶
占

者

呔

彼

の

备

市

.

幾
っ
¥

ー 

..の.
小
市
場
に
分
ち
、

(.
：
.
自.
已
の
，
線

利

益
'̂.

最
大
な
が
し
め
る
_

:̂
:
膨
に.
キ
れ

：. 

等

墓

學

る

。
ハ

)

此
办
昆
的
に
適
ぅ
最
茛
の

.
區
分
方
法
は
、
蕃
腻
肌
市
歡
/ 

.
を
し
て>;
'
ょ
り
高
價
な
方
の'市
場
於
次
位
の
市
場
张
ゆ
最
滴
：の
需
要
價
释

^
 

.
以
下
の
霈
耍
價
糌
ゼ
海
っ
窬
贫
を
含
む
事
を
出
來
る
限
々
沙

X
す
A
樣
な 

風
‘に
區
分
ず
る
事
で
あ
る

。. 一a
小

市

場

；が

分

た

れ

る

な

ら

.
ば
ノ
：最
大
の'

:

收

益

を

：賢—

賃f

を
決
定
■

事
ば
ん
は
ゃ
單
純
な
數
舉
的_

の
パ. 

-赛

と

迄

。,
:鐵

著

社
-に
と
1

_

の
S

ほ
、'
む
し
ろ
小
市
場
を.

如
何
に
分
っ
か
と
い
ぅ
選
擇
の
方
法
に
あ
る
。
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1

ニ
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ニ
1

1
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’

鐵
范
會
社
ば
旅
容
货
物
の

_

遂

の
ri
j

'
場
を
分
っ
た
め
に
樣
々
な
工
夫
を 

す
る
。
例
ぇ
へ
は
、

^

旅
客
办
場
合
饮
^

い
泣
貴
飢
符
め
制
觀
^

設

ゆ

た
.
. 

座

席
の
安
樂
さ
や
速
カ
や
旅
行
の
時
刻
な
ど
を
指
標
と

し

て
蝥
別
叭
員
員 

.

を

課
.

方
法
、、
友

慕

の

場

合

は

貴

®

書

の

：制

定

藤

芡

終

よ
^

 

パ
て
、.：：高

い

需

要

霸

を

持

：

っV

ルf

ブ

土
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需
要
價
格
先
持
：

p
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^

•フ
‘を
分
け
な
事
が
行
わ
れ
る
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三

三一
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ニ
艽
奸)
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さ
て
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上
述
の
.、
8
8£1
>
oH>
gG>
"̂.
-o
<o
:
主
義
と 

h 

vaide of s
e
r
v
i
c

.®

鐵
逝
運
策
の
性
格
に
就
て
の
論̂

.

さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
：

0
1

ニ
八
.

主
義
と
を
國
民
分
配
分-9
^

1
'0

§
1

;9;

づ2:
§
<

1

>の
見
: %

办
'ら
比
較
す
れ 

へ
ば
如
何
。
：

1 |

上
.
.で
は
そ
：の
點
、

；

後
者
が
前
者
に
優
れ
て-1
'
.る
樣
に
云
わ
れ 

て
い
る
0；
編
が
暮
ぼ
.̂

怒
户
於
此
の
書
で
說
い
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競
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さ
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事
は
明
ら
か
で
あ
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事
情
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右
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の
樑
に
供
給
曲
線
は
そ
の
全
生
犛
額
を
通
じ
て
霜
賜
曲
線
の

 

'上：方
に
あ
る 

が
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隞
晁
供
給
膨
は
谏
石
範
圃
に
わ
农
つ̂
需
要
農
め
下
方
に
橫
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.事
が
も
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積
狀
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面
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；あ
る
機
な
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合
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狀
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降
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經
營
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，他
の
靡
業
の
場
会
ょ
り
も
、.之
等
の
條
件
が
成
就
す
る
可
能
性
が
多
い
。
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に
、へ.：鐵
道
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賃

に
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笤
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然
し
鐵
沿
ゆ
場
合
に.お
.い
：て
さ
え
も
、：•此
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.差
別
獨
占
め
優
越
と
い
ぅ. 

翁
愦
發
際
に
存
在
寸
^
蘐
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は

沙
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思
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が
る
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を
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ぐ
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'殷
化
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ず
る
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誤
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あ
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遒
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發
展
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上
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近
傍
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富
や
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の
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加
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此

：の

事

情
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も
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檄
な
1
'定
段
階
：忙

達
.1
>
、
：而
も
そ
れ
等
が
耒
だ
庫-:: 

:純
競
擎
诃
能
と
：す
る
痺
の
：發
展
段
階
に
柢
達
し
て
い
炎
い
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<

い
^'
.

:

鐵
道
發
展
の
0
,中
間
^
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そ
.れ
は
比
較
的
短
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間
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と
考
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れ
る
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い

て
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名
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に

警

な

い

。
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；
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商
業
史
の
研
究
ば
日
本
經
濟
史
の#
分
野
の
.中
で
は
比
較
的
早
く
開
拓
へ 

.'の
進
ん
だ
部E

で
あ
る
。
：旣
に.今
日
：.冻
で
に
幾
つ
扒
の
概
說
書
や
數
多
の

， 

特
殊
研
究
も
公
に
さ
れ
て
い
る
。.そ
^
に
も
挝
ら
.ず
、
最
近
の
日
本
經
濟 

史
研
究
の
蜇
點
.は
主
と
し
.て
齋
業
經
營
の
類
型*
農
民
層
の
分
化
•
農
村 

.
m

造
の
.變
化
と
い
つ
た
問
題
の
究
明
に
置
か
れ
て
お
り
.

f

商
業
過
程
の
分
.
• 

祈
は
や
や
等
閑
に
撕
さ
れ.で
い
る
傾
向
が
.あ
る
。
そ
の
#
由
は
何
で
あ
ろ
. 

，
ぅ
.か
。

そ

れ

は

從

來

，
の
：
商

業

史

が

多

か

れ

少

か

办

商

業

制

度

の

'歴

史

に

過 

ぎ
ず
'..今
日
.の
學
史
の
.段
階
に
對
應
す
る
新
硏
究
を
生
み
出
す
た
：め
.に 

.

.ば
、
そ
の
方
法
自
膛
に
對
す
る
根
本.̂
な
反
省
^
必
要
と
尤
る
上
い
ぅ̂

.

. 

，い
わ
分
^
;
詰
り
の
狀
態
に
あ
る
が
た'̂
で
^
0

. 

よ
り) 

.

商
品
流
通
過
程
の.分
析
を
そ
の
任
務
と
ず
る.。'
然
し
そ
の
商
品
を
生
む
も. 

、

の

は

農：，H

 
•漁
：•林
.鑛
等
の
_

業
で
：あ
り
い
し
か
も
商
品
は
常
に
ノ 

、ト
常
蕻
產i

の
坐
產
霞
に
'よ
つ
.̂

規
制
さ
れ
辕
づ
け
ら
れ
る
以
上
、
.锍 

.，
通
8|
|=
-商
業
制
货
を
坐
產
形
態
か.ら
切
り
離
し
'̂

&
:

る
：
に

止

ま

ク

て

：
- 

':

ぃ
た
從
來
の
塞
史
が
、.
.今
日
の
歷
史
華
の
：酿
題
に
答
ぇ
得
な.\
/>:こ
，と
.は(

： 

ニ
つ
の
商
業
卑 

.

:

:

.
:明
自
で
あ
る
。

(

新
し
い
商
業
史
は
流
通
過
揭
の
分
析
：に
.の
み
也
ま
、る
こ.と

， 

, 

'なV
、
.

そ
れ
を
通
じ
て
そ
の
：中
に
生
產
自
體
の
發
展
を
追
及
オ
る
こ
と
を 

.

.「

怠
れ
、て
は§

,

い

,°
そ

丄

て

流

通

過

程

は

耍

ず

る

に

生

產

組

織

と

社

會 

の
.結
節
歡
を
^ ;

す
も
の
で
あ
る
私
ら
、
生
產
の
發
醍
を
追
及
ず
る 

:
/'
と
い
ぅ
-こ
と
は
、
M:
'會
機
構
の
問
題
に
ま
で
立
ち
入
るこ
と
な
く
し
て
は.

:

v.〕

不
可
能
.で
，あ
る
。
こ
こ
に
當
時
の
全
社
會
機
構
と
の
關
連
に
於
い
て
、
直
...

'.
接
的
•に
は
坐
產
關
係
と
の
接
觸
に
於
い
て
、
：商
業
の
果
し
た
歴
史
的
役
割 

,
y

を
檢
討
す
る
と
い
ぅ
商
業
史
の.新
:1
.い
立
場
の
1

が
あ
る
。
生
產
力
の■ 

.:
‘：發
慶
が
如
何
'に
し
て
古
い
社
會
組
織
を
變
革
し

y

ゆ
く
か
と
い
ぅ
こ
と
、が 

ノ一
 
規
代
の
歴
史
學
の
中
心
的
問
題
關
心
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
過
避
を
具 

.體
的
に
知
る
た
取
め
一
つ
の
鍵
は
流
通
過
程
分
析
卩
商
業
i

究
に
あ
る
.

'
ど
言
.え
よ
う
。
新
た
な
る
商
業
史.の
.出
現
が
待
望
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

•

-'

豐
田
武
^

の

^

中
世
日
本
商
業
史
の
硏
究
涇
は
昭
和
十
九
年
發
汙
の
，

.

舊
著
の
增
訂
版
で
あ
り
、
右
の
如
き
學
界
.め
要
望
に•金
瓸
的
<
答
え
る
も
ぃ 

め
で
：は
な
い
が
、，，务
の
ょ5.
な

方

向
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へ

の

努

カ

を

舊

著

に

比

し

て
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層
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然
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し
め‘
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い

る

點

注

目

に

價

す

る

？

ー
兀
來
舊
著
は
著
者
の
.
そ

の

時
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で

の

：研

究

論

文

を

集

大

成

し

體

系

化

し

t

の
で
あ
り
、.
史
料
の
槌
搜
と
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老
證
の
緻
濟
と
著
眼
の
新
し
さ
と
に
於
い
て
、
日
本
商
寒
史
，研
究
に
：

1
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'
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.
紀
元
を
劃
じ
た
も
の
と
し
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.に
定
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あ
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今
日. 
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